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農
業
機
械
お
よ
び
農
業
生
産

　
　

施
設
整
備
経
費
の
一
部
を
補
助

　

農
業
の
生
産
性
の
向
上
お
よ
び
効

率
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
農
地
集

積
を
推
進
す
る
た
め
、
生
産
組
織
な

ど
が
行
う
農
業
機
械
お
よ
び
農
業
生

産
施
設
整
備
に
対
し
、
予
算
の
範
囲

内
で
購
入
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

　

補
助
の
対
象
は
、
農
家
３
戸
以
上

の
農
業
者
で
組
織
す
る
団
体
お
よ
び

農
業
を
営
む
法
人
で
、
生
産
調
整
を

達
成
し
て
い
る
団
体
・
法
人
で
す
。

補助対象経費 農地集積目標区分 補助率

  農業機械などの購入
　　　  および
  農業生産施設整備に  
  要する経費

10ヘクタール以上 30％以内
５ヘクタール以上
10ヘクタール未満

20％以内

１ヘクタール以上
５へクタール未満

10％以内

■補助率（消費税を除く）

■
申
請
期
限

　

８
月
２
日
㈮

■
申
請
場
所
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今
年
度
は
、
昨
年
度
に
実
施
し
た

事
業
仕
分
け
の
結
果
を
踏
ま
え
、
要

綱
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
農
業
機
械
等
購
入
事
業
お

よ
び
農
業
生
産
施
設
整
備
事
業
共

に
、
農
地
集
積
目
標
区
分
に
応
じ
た

補
助
率
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
目
標

農
振
除
外
申
請
期
間
の
お
知
ら
せ

盗
難
・
不
審
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

市
農
業
再
生
協
議
会
事
務
所
を
移
転

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
に
定
め
ら
れ
た
農
用
地

区
域
内
の
土
地
を
、
農
用
地
以
外

の
用
途
に
す
る
場
合
に
は
、
農
用

地
区
域
か
ら
除
外
す
る
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
農
用
地
区
域
内
農
地
の

除
外
申
請
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け

し
ま
す
。
転
用
事
業
計
画
の
あ
る
方

は
、
受
付
期
間
内
（
期
限
限
守
）
に

申
請
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
書
類
に
記
入
漏
れ
、

ま
た
は
不
備
な
ど
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
れ
ら
の
修
正
を
行
っ
て
か
ら

で
な
い
と
受
け
付
け
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
産
業
経
済

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
８
月
受
付
期
間
＝
８
月
１
日
㈭
か

　

ら
８
月
30
日
㈮
ま
で

■
12
月
受
付
期
間
＝
12
月
２
日
㈪
か

　

ら
12
月
27
日
㈮
ま
で

※
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
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市
内
で
、
貨
物
自
動
車
・
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
盗
難
事
件
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

　

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
カ
ギ

か
け
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

①
車
体
や
駐
車
場
に
大
き
な
音
の
出

　

る
警
報
機
や
人
感
セ
ン
サ
ー
ラ
イ

　

ト
を
複
数
設
置
す
る
（
光
と
音
で

　

警
告
し
ま
し
ょ
う
）

②
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
の
取
り
付
け
（
万
が

　

一
、
盗
ま
れ
て
も
戻
っ
て
く
る
可

　

能
性
が
あ
り
ま
す
）

③
盗
難
防
止
器
具
の
取
り
付
け

　

な
ど
二
重
三
重
の
防
犯
対
策
が
重

要
で
す
。

　

ま
た
、
市
内
や
そ
の
周
辺
で
不
審

者
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
不
審
者
は
、
あ
な
た
の
一
瞬
の

ス
キ
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
被
害
に
あ

わ
な
い
た
め
に
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の
携

帯
、
暗
い
道
や
人
通
り
の
少
な
い
道

は
避
け
る
な
ど
、
油
断
す
る
こ
と
な

く
不
審
者
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
審
者
に
声
を
か
け
ら
れ
た

り
、
見
か
け
た
り
し
た
ら
、
１
１
０

番
通
報
ま
た
は
常
総
警
察
署
（
☎

０
２
９
７
‐
22
‐
０
１
１
０
）
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
農
業
再
生
協
議
会

で
は
、
Ｊ
Ａ
茨
城
み
な
み
の
旧
三
島

支
所
を
事
務
所
と
し
て
業
務
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
７
月
１
日
㈪
よ
り
、

次
の
と
お
り
事
務
所
を
移
転
し
ま
す
。

ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
移
転
場
所
…
中
平
柳
３
３
６
‐
1

（
茨
城
県
み
な
み
農
業
共
済
組
合
旧

　

茨
城
南
部
支
所
）

■
移
転
先
電
話
番
号
…
☎
58
‐
５
７

　

４
７
（
従
前
の
電
話
番
号
と
変
更

　

あ
り
ま
せ
ん
）

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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住
民
の
身
近
な
安
ら
ぎ
の
場
や
美

し
い
景
観
の
維
持
な
ど
、
多
く
の
公

益
的
機
能
を
も
つ
平
地
林
や
里
山
林

が
開
発
や
管
理
放
棄
な
ど
に
よ
り
、

減
少
と
荒
廃
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
と
県
で
は
、
平
成
20
年

度
か
ら
茨
城
県
が
導
入
し
た
「
森
林

湖
沼
環
境
税
」
を
活
用
し
、
森
林
所

有
者
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
提
案

を
受
け
、
自
然
体
験
活
動
を
行
う
た

め
の
森
林
の
整
備
ま
た
は
通
学
路
・

公
共
施
設
・
住
宅
団
地
周
辺
の
身
近

な
み
ど
り
の
維
持
・
保
全
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
整
備
の
条
件
と
し
て
、

市
と
森
林
所
有
者
な
ど
に
お
い
て
、

10
年
間
の
森
林
の
維
持
・
保
全
に
関

す
る
協
定
を
結
び
ま
す
。

身
近
な
み
ど
り
の
整
備
・
保
全
の
提
案
募
集
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の
期
間
に
つ
い
て
は
、
５
年
間
の
計

画
と
な
り
ま
す
。


